
〔東京家政大学研究紀要　第32集（2），p．21～29，1992〕

現代女性の食生活面にみる心理、社会的側面
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The　Psychological　and　Sociological　Aspects　of

　　　the　Dietary　Life　of　Today’s　Women

Terue　SHIoIRI，Junichi　NlsHIMuRA，Noriko　SEKIGucHI，

Sayuri　UwAGAwA，Yumiko　IIJ］MA　and　Reiko　SAITo

　　　　　　（Received　September　30，1991）

緒 言

　急速な高齢化が進む中で健康に対する関心が高まり，

誰もが健康は大切であると考え，積極的に栄養や運動，

休養に取り組むようになってきた．

　食生活志向の動向として「昭和の食」1）で時代別食生

活の特徴と志向をみると，栄養性，安全性，嗜好性は高

度成長がはじまる昭和30年代を境にして食の多様化，簡

便化志向，さらに昭和48年から現在に至るまでは食文化

の関心が高まり，健康志向，高級化志向，美味志向とな

っている．また．国民栄養調査結果2〕にみる国民の栄養

状態はおおむね充実しているが，これはあくまでも平均

値であり，これに相当するような食生活をしている者は多

くはない．栄養の過不足には個人差があり，その食行動

や食生活意識は世代間だけにとどまらず，心理や社会的

環境による影響などが考えられる。

　本報では，高齢化社会に向けて社会生活環境の複雑化

の中に生きる女性の，健康を考える上での食生活意識を，

年代別に心理，社会的面からその特徴をみた．

1　調　査　方　法

1．対象　本学卒業生（昭和19年から63年）1，282名

　20代：239名，30代：177名，40代：223名，50代

　：378名，60代：265名

2．時期・方法　平成元年10月～11月

　本学同窓会名簿より，調査対象者を無作為に2，406

名を抽出し，郵送によるアンケート調査を行った．こ

の際，学科や専攻に偏りが生じないよう，20～58才ま

では大学卒，短大卒をほぼ同数に，58才以上は専門学

校卒から抽出した．（有効数1，282・回収率53．2％）

3．調査内容

　食生活面として1「日常の食事状況」

　　　　　　　　　皿「食生活に対する意識」

　健康面として　皿「日常の身体状況」

　　これらの項目を次の属性別にみた．

　i　年代別

　ij　就業の有無

血　生活上の満足度（自分の健康管理，炊事・洗濯・

　掃除などの家事）

iv　生活水準

v　自分をみつめるゆとり

栄養指導論研究室

E　結果及び考察

i　年代別

　表1は，生活の中で一番大切にしたい時間（人間関

係）を示したものであるが，20代では「友人と過ごす

時間」40．9％，30・40代で「一家団樂の時間」45．7

％，46．1％，50・60代では「夫婦で過ごす時間」32．9

％，27．9％が多い．また，老後の生活の中で一番頼り

になるものは（図1），いずれの年代でも「健康」で年

代が高くなるほど高率である．

　国民の生活行動調査3）によると，人々が日常学習や

研究している科目は女子で「家政・家事」が多く，年

代別では20代が「芸術・文化」，30代「育児・家庭教

育」，40・’50代「家政・家事」，60代で「家政・家事」，

　「芸術・文化」であるという結果がみられる．またN

HK世論調査4｝では，「今後生活で充実させたいこと」

を年代別に示しているが，20代前半では「レジャー・

娯楽」，20代後半が「住まい」，30・40代「子供の教育」，
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50・60代「住まい」，70代「食生活」である．このよ

うな傾向は各年代がおかれる環境に影響されるものと

考えられる．

表1　生活の中で一番大切にしたい時間
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iv　生活水準（図2－－4）

　　意識の上での生活水準（上，中の上，中の中，中の

　下，下）から「中の上」・「中の下」を取り出し，こ

　れを比較した．「中の上」と答えているものは，40～60

　代には80％前後である．これに対し，20代では57．7％

　と他年代に比べ少ない．

v　自分をみつめるゆとり（図2－5）

　　「かなりある」者は30代に17．5％で最も少なく，次

　いで20代23．9％，40代27，4％，50代40，7％，60代で

　は56．3％で半数以上を占める．

0 50 100（も）

2・ft■圏■m■■■■■■■圏■［：匿コ

0 50 IUO（％）

3・代■■■匿一：コ
q・代■■■置巫■■■■■■■匿：：＝：：＝亟：コ

50代■■■璽一：コ
60ft　一：コ図2－1　就業の有無

白
　
無

■
口

20代 17薩：健tSR

30代 689 215　8511ロ・家族

・・代黷P．・°：お金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓢：友達
・・代

図1　老後の生活の中で一番頼りになるもの

20代

30代

40代

5・｛“wwwwwwmomogpas

霧：満足

　：不櫛

60代

図2－2 生活上の満足度（自分の健康管理）

ii　就業の有無（図2－1）

　　有職者は，20代では77．2％で最も多く，次いで40

代63．8％，30代54．6％，50代45．3％，60代34．　2　％

　である．このうち20～50代までは，正職員が占める割

　合が多く，60代では自営業が多い．

血　生活上の満足度（図2－3）

　　満足度については，満足・まあ満足と答えたものを

　「満足」とし，不満・やや不満を「不満」とした．

　（1｝自分の健康管理に不満をもつ者は20代に30．O％，

　　30代28．O％，40代25．1％，50代16．3％，60代16．1

　　％で，若者ほど多い．

　②　炊事・洗濯・掃除などの家事に不満をもつ者は30

　　代に29．3％で最も多く，次いで20代21．　0　％，40代

　　19．O％，50代12．5％，60代11．6％の順である．
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図2－3　生活上の満足度（炊事・洗濯・料理などの家事）
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1　日常の食事状況（表2）

　「毎日，朝食を食べる」（以降「朝食」と記す）は85．2

％．「毎日，肉か魚か卵を食べる」（以降「肉・魚・卵」

と記す）が93．8％で高率，次に「大豆製品を週三回以

上食べる」（以降「大豆製品」と記す）が82．5％である．

「毎日，サラダ・生野菜を食べる」（以降「サラダ・生野

菜」と記す）が46．　7　％で低率である．

表2　日常の食事状況

項　　　　　　　目

毎日、朝食は食べる

痴臥繰黄色野菜を食べる

毎日、果物を食べる

毎日、サラダ生野菜を食べる

毎日、肉か魚か卵を食べる

毎臥牛乳を飲む

大豆製品を週三回以上食べる

油を使った料狸を週三回以上食べる

海藻を週三回以上食べる

いも煩を遍三回以上食べる

全　体

　　20　代　30才代　407｛“
｛1282）　（239》　（177》　（223）

85．2　　　70．3　　　85．3　　　87．4

70，2　　　54．0　　　68．9　　　62，2

71．4　　　　46．4　　　　65．5　　　　71．3

46，7　　　46．9　　　49，2　　　48，0

93．8　　90．0　　96．6　　94．2

61．2　　　53，6　　　63．3　　　55．2

8Z　5　　59．0　　8L4　　82．5

63，3　　　　76．2　　　　71．8　　　　63．7

79．5　　　51．0　　　77．4　　　76．2

59．9　　　39．7　　　57．1　　　53．8
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注）複数回答、　xt検定（＊＊；PくO．Ol，＊：P＜0，05）、　炊洗掃の家事：炊事・洗濯。掃除などの家事

i　年代別にみると，20代は「油料理を週三回以上食べ

　る」（以降「油料理」と記す）以外は，他年代に比べ低

率である．とくに「大豆製品」「海藻を週三回以上食

べる」（以降「海藻」と記す）は顕著である．

　食品産業センターが主婦に行った調査5）では，「健

康を考えたときよく食べる食品」の上位を示し，さら

にここ3年闇に回答率が高くなってきた食品は「豆腐」

　53．0％，「納豆」51．2％，「わかめ」49．4％，「牛

乳」48．8％，「のり」34．5％など，大豆製品，海藻類，

牛乳がこれを占めている．

　図3は，本調査で「将来不安に感じるもの」の健康

について示したもので，20代では42．3％，30代51．　4

％，40代60．5％，50代67．7％，60代72．5％と若者

ほど健康への関心が薄いようであるが，このような傾

向が日常の食事状況に影響すると考える．

　　「油料理」は年代が高くなるほど少ない．

　昭和60年国民栄養調査結果6）と比較してみると全て

の項目について本調査結果が上回っている．しかし，

年代別にみると20代において「大豆製品」，「海藻」，

0 50 100（％）

…匿盤璽璽璽［57，7］
口：いいえ

50代

・・代一：］
図3　将来不安に感ずるもの（健康）

「いも類を週三回以上食べる」（以降「いも類」と記す）

が全国平均をiO％以上，下回っている．

　「毎日，牛乳を飲む」（以降「牛乳」と記す）は各年

代とも全国平均を上回り，この差は年代が高くなるほ

ど大きい．逆に「油料理」については各年代ともこれ

を下回っている．

　食品産業センターの調査7）によると，食生活に関し

て，高学歴女性は先端的で斬新な情報に積極的である
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　ということが確認されるが，本調査においてこのよう

な結果が得られたのは，対象者が高学歴であり，骨粗

懸症や肥満の問題など，つまり斬新な情報を意識して

いるのではないかと考える．

it就業の有無

　　「油料理」を除く全てについて就業「無」が「有」

　を上回っている．

　　「朝食」，「毎日，緑黄色野菜を食べる」（以降「緑

　黄色野菜」と記す），「毎日，果物を食べる」（以降「果

　物」と記す），「大豆製品」「海藻」「いも類」では，と

　くに有意に差が認められた．

　　国民生活センターが行った調査8⊃は，主婦を対象と

　するものであるがやはり専業主婦が有職主婦を上回っ

　ている．

iii生活上の満足度（自分の健康管理，炊事・洗濯・掃

　除などの家事）
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　ている．年代別で特徴的であるのは，図4－1に爪

　すとうりで30～50代「果物」，「いも類」30～60代

　　「緑黄色野菜」，「牛乳」，20～60代「サラダ・生野

　菜」で，「満足」「不満」の両者間に差が認められた．

　②　炊事・洗濯・掃除などの家事

　　　「油料理を週三回以上食べる」を除く全ての項目

　　について，満足しているものが不満をもつ者を上回

　　る．

iv　生活水準

　　「油料理を週三回以上食べる」を除く全ての項目に

　ついて「中の上」が「中の下」を上回る．本調査での

　生活水準は意識的なものであるが，家計調査年報9｝の

　年閤収入階級別1世帯当たり年平均1カ月間の収入と

　支出にみる油脂は階級間にあまり差がない．

　「果物」は特に30，40，60代で両者間に差がみられた

（図4－2）．
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図4－2　日常の食事状況・生活水準（果物）

60代

図4－1 日常の食事状況・生活上の満足度

　　　　　　（自分の健康管理）

（1）自分の健康管理

　　「油料理を週三回以上食べる」を除く全ての項目

　について満足しているものが不満をもつ者を上回っ

v　自分をみつめるゆとり

　　全ての項目について「かなりある」が「それ以外」

　を上回る．年代別では，「緑黄色野菜」「サラダ・生野

　菜」「牛乳」において，60代の両者間に差が認められ

　た（図4－3）．
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現代女性の食生活面にみる心理，社会的側面
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30代 40代 　50代　　　　60代

▲：緑黄色野菜

△：牛乳

　　　　　　　　　　　■：サラダ・生野菜

日常の食事状況・自分をみつめるゆとり

1［　食生活に対する意識（表3）

　「ふだん食事に注意しますか」について表3－1をみ

ると，「よく気をつけている」ものは，20代で22．4％，

30代34．3％，40代37．6％，50代41．5％，60代49，6％

と年代が高くなるほど多い．さらに20代では「別段気を

つけていない」16．7％で他年代に比べ多く，食事に対

する関心が薄い．他の属性でみると，就業有より無，自

分の健康管理「不満」より「満足」，炊事・洗濯・掃除

などの家事「不満」より「満足」，生活水準「中の下」よ

り「中の上」，自分をみつめるゆとり「それ以外」より「か

なりある」が食事に対して関心が高い．

　表3－2は食事で注意している事柄をみたもので，全

体では「三食食べるようにしている」　（以降「三食」と

記す）76，　3％「栄養のバランスを考える」（以降「栄養

バランス」と記す）77．8％が上位を占め，各年代とも同様

である．次いで50％以上の項目は，「薄味にするように

心掛けている」（以降「薄味」と記す）62．8％，　「繊維

食品をとるようにしている」（以降「繊維食品」と記す）

65．9％，「添加物・着色料使用食品に注意している」（以

降「添加物・着色料」と記す）62．2％，「食べ過ぎない

ようにしている」（以降「食べ過ぎ」と記す）53．1％，

「インスタント食品はとらないようにしている」（以降

「インスタント食品」と記す）51，1％である．

　現在，死因の上位10，を占める悪性新生物・心疾患・

脳血管疾患は，日常の食生活に深く関連することは述べ

るまでもなく，予防対策として食生活の改善が厚生省の

推進する「健康づくりのための食生活指針11）」をはじ

表3　食生活に対する意識
（　）内：人数，単位：％

項 目

1食事に　よく気をつけている

注．意Lてs、つう
ttひ　　別段気をつけていない

k三餓ぺるようにしている

奪栄鰹ランスを考えて

慧灘食品をとるように

茎駒物゜胞棚食品に醜
t’「”laのとりかたに注意

：楽しく食ぺるように

　よくかんでたべるように

　家族そろ，て食べるように

　食べ過ぎないように

　嫌いなものでも食べるように

　おかずだけしか食べないように

　インスタント食品はとらないように

　薄味にずるように心がける一

　健康食品を利用している

・・ C。才。、。才論裂，。。代、。才醸讐鮪蕪農1響翠集騒1鵯の集養毒馨。下溢1課み碧撫ぎ

・282・・239・・m（Za・・（378・（265h…5・・・…定・969）（273碇（994）（2°9腱（338’‘751）定（447）陥1定

器：lll：l　ll：191：1§：111：1．＊k°：1　tg：9．翠1；：l　l2：1。＊ig：l　l9：l　ig：1畿・21：l　ll：1・・

6．7　　　　16．7　　　　6．6　　　　5．9　　　　4．9　　　　3．3　　　　　　　　9．5　　　　3．7　　　　　　　5，5　　　　10．3　　　　　　　5．9　　　　8，6　　　　　　　　4．正　　　　丁7　　　　　　　　3．8　　　　9．0

76．3　　　58．2　　　78．5　　　75，8　　　78，6　　　88．3　＊＊　　　了1．6　　　81．1一宋＊　　　78．5　　　68．9　＊＊　　　77．3　　　74．2　　　　　　　79．9　　　τ5．6　　　　　　　8Z　1　　　73，1　　　＊＊

77．8　　　62．3　　　79．1　　　77．亘　　　83．6　　　83．4　＊＊　　　72．0　　　84．2　ホ＊　　　8且，0　　　67．0　零＊　　　80．9　　　68．4　＊＊　　　82．0　　　77，2　　　　　　　83．2　　　75．5　　　＊＊

65．9　　　‘3．9　　　52．5　　　57，4　　　79，4　　　82．6　＊宰　　　58，2　　　74．3　＊＊　　　69．7　　　53．8　＊＊　　　58．6　　　57．9　車＊　　　68．6　　　64．8　　　　　　　74．2　　　6し3　　　翠＊

62．2　　　38．5　　　57．6　　　67．3　　　68．8　　　73．2　＊零　　　56，0　　　69．0　＊＊　　　64，2　　　56．4　　　零　　　64．3　　　5894　　　　　　69．8　　　59．0　＊索　　　67．1　　　59．6　　　＊＊

33．8　　28，0　　28、8　　3L　4　　45．5　　52．1　＊＊　　35．4　　43．4＊＊　　4L3　　3L9＊＊　　4畳．1　　29．2＊＊　　44．4　　36．8　　＊　　47．2　　34▼3　　寧＊

48．7　　2＆5　　40，1　　46．2　　58．5　　60．8宰＊　　43．7　　54．3＊索　　52．5　　35，5哩【＊　　5Z　3　　37．8＊＊　　53．8　　45．7＊＊　　57．5　　44。且　　＊＊

25，9　　　　12，6　　　　14．7　　　置7．9　　　31．5　　　44．2　＊＊　　　23．7　　　28．2　　　　　　　27．9　　　工9．0　＊＊　　　27．1　　　19．6　　　＊　　　28▼4　　　24．5　　　　　　　33．1　　　2Z　2　　　＊＊

39．2　　　20．5　　　40，1　　　40，8　　　45．2　　　45，3　傘＊　　　33．2　　　45．7　＊＊　　　4Z　4　　　27．8　＊＊　　　43．0　　　27．　S　＊＊　　　47．6　　　36．6　＊＊　　　44．7　　　36．4　　　＊＊

53．1　　　33．9　　　36．7　　　46．2　　　64．8　　　70．6　＊＊　　　47，4　　　59．5　＊＊　　　55．7　　　45．8　＊ホ　　　55．9　　　44．O　＊＊　　　59．5　　　49．5　＊＊　　　63，3　　　47．5　　　＊＊

21．9　　豊8．8　　22陰0　　20．2　　22．8　　24．9　　　　20．4　　23．5　　　　23．2　　17．6　　＊　　2L8　　18．2　　　　2L6　　2271　　　　23．0　　21．2

L8　　　 0．0　　　2L3　　　0．4　　　且．6　　　4．5＊＊　　 L．2　　　Z6　　　　　2LO　　　LI　　　　　L8　　　L4　　　　　1，8　　　L9　　　　　2＿0　　　1．7

51．1　　3Z6　　32．8　　47．1　　6L9　　67．9　＊＊　　46．1　　56．8＊＊　　53．3　　44，3　＊＊　　53．9　　4L5＊＊　　57．1　　4T．7　＊＊　　6ZO　　45．6　　＊＊

68．2　　　42．7　　　42．7　　　6LO　　　63．7　　　80．2　＊＊　　 6且．9　　　75．5　＊＊　　 69．9　　　6L9　＊＊　　 70．7　　　63．2　　掌　　 τL9　　　65．0　　索　　 72．7　　　65，9　　　＊‡

且3．4　　　6．7　　　9．6　　13，0　　16、4　　L8．1　＊＊　　IL9　　且5．1　　　　14．0　　12．5　　　　14．3　　1L5　　　　 19．2　　1L3＊＊　　！4．8　　12．7

注）2は復数回答、　xt検定（＊＊：P＜O．　el，＊：PくO．　05）、　炊洗掃の家事：炊事・洗温・掃除などの家事
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塩入　輝恵・西村　純一・関口　紀子・宇和川小百合・飯島由美子・斎藤　禮子

め，様々な方法で一般に指導がされている．ここに挙げ

られた項目は，すべてこのような成人病やがん予防に関

連するものであり，意識の高さがうかがわれる．

i　年代別でみると，20代はすべての項目において他年

　代に比べ低率である．とくに30～60代との差が20％前

　後あるのは「三食」，「栄養バランス」，「添加物・着色料」，

　「家族そろって食べるようにしている」　（以降「家族

　そろって」記す）である．50・60代は「繊維」，「間食

　のとりかたに注意している」（以降「間食」と記す），

　「楽しく食べるようにしている」（以降「楽しく」と記す），

　「食べ過ぎ」，「インスタント食品」について他年代と

　の間に差がみられる．いずれにしても，年代が高くな

　るほど，食生活に対する関心が高まっていると言えよ

　う．国民生活基礎調査の概況12）にみる年齢階級別日

　頃実行している事項「規則正しく食事をしている」，

　「バランスのとれた食事をしている」「薄味のものを

　食べている」「腹八分目にしている」においても，若い

　者ほど実行していない．

li　就業の有無

　　全ての項目について「無」が「有」を上回っている．

　　20代の就業有では，「栄養バランス」，「繊維食品」

　「添加物・着色料」，「薄味」が他年代に比べさらに低

　率である（図5－1）．
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図5－1　食事に注意している事・就業の有無

60代

皿　生活上の満足度（自分の健康管理，炊事・洗濯・掃

　除などの家事）

　（1）自分の健康管理

　　　全ての項目について，「満足」が「不満」を上回っ

　　ている．50，60代では「栄養のバランス」，「繊維食

　　品」，「楽しく」で両者間に差が認められた（図5－

　　2）．

　（2）炊事・洗濯・掃除などの家事

　　　全ての項目について，「満足」が「不満」を上回っ

　　ている．

iv　生活水準

　　ほとんどの項目について，「中の上」が「中の下」を

　上回っている。30・40・60代で「家族そろって」につ

　いて両者間に差が認められた．20，50代では，全体の

　傾向に反し「中の下」が「中の上」を上回る共通項目

　として「インスタント食品はとらない」　「薄味にする

　よう心掛ける」が挙げられる（図5－3）．
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図5－2　食事で注意する事

　　　　　生活上の満足度・自分の健康管理

v　自分をみつめるゆとり

　　全ての項目について「かなりある」が「それ以外」

　を上回っている．
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食事で注意すること・生活水準

皿　日常の身体状況

　現在の健康状態（図6）は各年代とも「まあ健康であ

る」が70％を越えるが，「非常に健康」の回答率は，30

代の26．　0　％を境に加齢とともに減少傾向である．国民

生活基礎調査の概要による「健康意識」でも，ピークは

35～44才で同傾向である．

　表4は日常の身体状況について属性別に表したもので

ある．全体では「以上のことはほとんどない」は31．1％

である．「疲れやすい」は41．6％で訴えが多い．
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図6　現在の健康状態

i　年代別にみると「以上のことはほとんどない」は若

い年代ほど低率である．20代は「疲れやすい」50．　2％，

　「気分よく起きられない」34．7％，「便通がよくない」

　31．4％が他年代に比べ高率である．30代は「夜，よく眠

れない」5．6％，「食事が美味しくない」0．6％，「便

通がよくない」15．3％，「活動する意欲がわからない」

　5．1％，「坂や階段をのぼると息切れがする」10．7％

が他年代に比べ低率であるにもかかわらず，「イライ

ラしやすい」35．6％が多いことが特徴的である．

表4　日常の身体状況

（　）内：人数．堪位二％

全体　　　年代別
　　20才代30才代4e才代50代50才代
（亘282）　　（　239）　　（　177》　　（　223》　　（　578｝　　（　265）

且2．6　　 8．8　　 5．6　　10．8　　15，9　　t7．4率＊

豊9．2　　34．7　　 且8．6　　20．2　　14．O　　l2，1 ＊＊

2．1　　　2．5　　 0．6　　 2，2　　　L9　　 3．0

20．9　　3L4　　監5．3　　正7．0　　2L2　　18．1　＊率

6．4　　　8．8　　　5．置　　　7．2　　　5．6　　　5．7

23．3　　！9．7　　10．7　　26．9　　25．4　　29．1　索＊

4t，6　　50．2　　44．1　　39．5　　37▼0　　40．4

20．0　　29．7　　35．6　　17．5　　14，8　　10艦6＊＊

3且．r　　　2L3　　　23．2　　　31．4　　　35．4　　　3＆9　＊寧

購の灘1欝羅灘の1論
t

霞中の上

定　（33S｝

生活水準　　　xt

　中の下　検　怖り騒

　（751）定（447）

自分紡葡榊とり

項 目

。れ脇9’

（825）　定

夜、よく眠れない

朝、気分よく起きられない

食事が美味しくない

便通がよくない

活勤する．意欲がわかない

坂や階段をのぼると息切れしやすい

疲れやすい

イライラしやすい

以上のことはほとんどない

1
2
9
8
2
7
9
0
7

n
箆
L
鉱
＆
別
覗
器
怨

且4．3　　　　 監0．6　　18．3＊＊　　12」7　　17．2　　＊　　12．4

豊5．3＊窒　　16阜0　　3α4　零＊　　玉6．2　　34．9　＊傘　　14．5

2．2　　　　　　　　1．9　　　　　3．3　　　　　　　　置．9　　　　　2．9　　　　　　　　2、1

18．9　　　　　　　19．3　　　26．0　　　剛【　　20．8　　　23．9　　　　　　　23．1

6．6　　　　　4．4　　13．9＊＊　　 5．7　　　9．6　　＊　　 6．8

2L4　　　　 2L　3　　3L　9＊＊　　23，8　　26陰8　　　　 24．0

37甲9　＊＊　　　34．0　　　砥9　＊＊　　 38．9　　　6L2　＊＊　　　36．且

16．8＊牟　　16．0　　34．4　＊章　　i7．2　　34．0傘＊　　18．3

33．5　　　　 36阜6　　1L4＊＊　　37．τ　　124　＊＊　　3667

tz　5

20．4

L6

20．2

5．3

23．3

廓

44。t＊＊

20．　4

28．6＊＊

14，8　　1｝．3

1Z8　　22．8　　傘傘

Zg　　L6

19．5　　2L6

6．0　　6．7

2Z　8　　23．4

37．L　　44．0　　＊＊

13．2　　23．6　　索傘

3τ．4　　27．8　　＊＊

注）捜数回答、　xt検定（＊＊：Pく0．OL　＊：P＜O．05）、　炊洗掃の家事：炊事・洗濯・構除などの家事

il就業の有無

　　「朝気分よく起きられない」「疲れやすい」「イライラ

しやすい」において「有」が「無」を上回っており，

両者間に差が認められた．
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塩入　輝恵・西村　純一・関ロ　紀子・宇和川小百合・飯島由美子・斎藤　禮子

hi　生活上の満足度（自分の健康管理，炊事・洗濯・掃

　除などの家事）

　（1〕自分の健康管理

　　　「以上のことはほとんどない」以外の項目全てに

　　ついて，「満足」が「不満」を上回っている．「疲れ

　　やすい」では約35％もの差がある．「イライラしや

　　すい」は30代以外において両者間に差が認められた

　　（図7－1）．

　②　炊事・洗濯・掃除などの家事

　　　「以上のことはほとんどない」以外の項目全てに

　　ついて，「満足」が「不満」を上回り，（1）の傾向と同

　　様である．

100
（％）

50・

一：満足
　　：不満

0
20代　　　　30代　　　　　40代　　　　　50代　　　　　60代

図7一工　日常の身体状況（イライラしやすい）

　　　　　生活上の満足度・自分の健康管理

iv　生活水準

　　「以上のことはほとんどない」で「中の上」が「中

　の下」を上回っている．この傾向は20代で顕著である．

　　「朝気分よく起きられない」「疲れやすい」では「中

　の下」が「中の上」を上回る．20代で「朝気分よく起

　きられない」「活動する意欲がわかない」「坂や階段を

　のぼると息切れがする」など他年代に比べ，生活水準

　の「中の上」，「中の下」の両者間に差が認められる

　（図7－2）．「疲れやすい」において50代では「中の

　下」が53．1％で全体をも上回る．

v　自分をみつめるゆとり

　　「以上のことはほとんどない」の項目では「かなり

　ある」37．4％で「それ以外」を上回る．
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図7－2　日常の身体状況・生活水準

要 約

50代 60代

　本学卒業生（20～60才代）1，282名を対象に行った「老

後への意識に関する調査」の中から，日常の食事状況・

食事に対する意識・日常の身体状況について，心理，社

会的面からその特徴をみた結果は次のとおりである．

1．心理，社会的特徴

　（1）人間関係について，生活で一番大切にしたい時間

　　は，20代では「友人と過ごす時間」，30・40代「一家

　　団樂の時間」，50・60代では「夫婦で過ごす時間」が

　　多い．

　（2）老後の生活で一番頼りになるものは，いずれの年

　　代でも「健康」で，この傾向は年代が高くなるほど

　　高率である．

　（3｝有職者は，20代に最も多く，次いで40，30，50，

　　60代の順となる．

　（4）自分をみつめるゆとりが「かなりある」は，年代

　　が高くなるほど高率の傾向にあるが，30代は17．5％

　　で低率である．

（28）



現代女性の食生活面にみる心理，社会的側面

2．日常の食事状況

　（1）毎日，肉か魚か卵を食べる者が多く，サラダ・生

　　野菜を食べる者は少ない．

（2）20代では「油を使った料理を週3回以上食べる」

　　以外は，他年代に比べ低率である．

（3｝有職者，自分の健康管理，炊事・洗濯・掃除など

　　の家事に不満をもつ者，生活水準「中の上⊥自分を

　　みつめるゆとりが「かなりある以外の者」は毎日の

　　朝食，各食品の摂食率が低い．

3．食生活に対する意識

　（1）健康のために食事によく注意しているものは35．0

　　％，とくに60代が高率で，20代は低率である．

　②　有職者，自分の健康管理，炊事・洗濯・掃除など

　　の家事に不満をもつ者，生活水準「中の下」，自分

　　をみつめるゆとり「かなりある以外の者」の食生活

　　に対する関心は薄い．

4．日常の身体状況

　〔1）20代で「疲れやすい」，60代で「よく眠れない」，

　　30代で「イライラしやすい」が多い．

　②　自分の健康管理，炊事・洗濯・掃除など家事に

　　「不満をもつ者」は「疲れやすい」，「イライラしや

　　すい」，「朝気分よく起きられない」が多い．

　（3）自分をみつめるゆとりが「かなりある者」は，日

　　常の身体状況は良好である．

　以上の結果から，食行動や食生活意識は，食生活の多

様化の中においても個々人がおかれる環境に深い関わり

をもつことを知り，また若い年代の意識の低さに問題を

感じた．そして若い年代層の将来を考え，正しい食行動

に導く指導の必要性を感じた．

本調査に協力頂いた同窓生の皆様に謝意を表します．
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